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【 目 的 】 本 研 究 で は 、 実 際 の 臨 床 を 想 定 し た 条 件 の も と で 、 口 腔 内
消 毒 液 お よ び 齲 蝕 予 防 剤 を 単 独 ま た は 混 合 で チ タ ン へ 作 用 さ せ た 場
合 の 腐 食 傾 向 と 、 さ ら に は 腐 食 し た チ タ ン の そ の 後 の 生 理 的 環 境 に
伴 う 変 化 を 電 気 化 学 的 に 検 討 し た 。  
【 方 法 】 純 チ タ ン を 浸 漬 溶 液 に 室 温 で 3 分 間 浸 漬 後 、 チ タ ン 表 面 の
電 気 化 学 的 変 化 、 チ タ ン 溶 出 量 、 色 調 お よ び 光 沢 度 の 評 価 を 行 っ た 。
浸 漬 溶 液 は 、 人 工 唾 液 ( A S ) 、 1  M  過 酸 化 水 素 水 溶 液  ( H 2 O 2 ) 、 1  M  H 2 O 2  
に カ タ ラ ー ゼ を 加 え た も の ( 1  M  H 2 O 2  w i t h  c a t a l a s e ) 、 1 0 0 0  p p m F  フ
ッ 化 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液  ( N a F ) 、 1  M  H 2 O 2  に 1 0 0 0  p p m F  N a F を 加 え た
も の ( 1  M  H 2 O 2  w i t h  1 0 0 0  p p m F  N a F ) 、  そ し て 9 0 0 0  p p m F  N a F の 6
種 類 を 用 意 し た 。 9 0 0 0  p p m F  N a F の p H は 5 . 3 で あ り 、 他 の 溶 液 の p H
は 6 . 5 に 調 整 し た 。 腐 食 傾 向 が 見 ら れ た チ タ ン に 対 し て は 、 A S に 再
び 浸 漬 し 、 1 、 2 、 3 、 4 、 6 、 8 そ し て 2 4 時 間 後 に も 電 気 化 学 的 測 定 を
行 っ た 。  
【 結 果 】 1  M  H 2 O 2 、 1  M  H 2 O 2  w i t h  c a t a l a s e 、 1  M  H 2 O 2  w i t h  1 0 0 0  p p m F  
N a F 、 9 0 0 0  p p m F  N a F の 4 溶 液 へ の 3 分 間 曝 露 に よ っ て 、 腐 食 電 流 値
と 不 動 態 保 持 電 流 値 が 増 加 、 お よ び 分 極 抵 抗 値 が 減 少 し 、 腐 食 傾 向
の 増 加 を 示 し た 。腐 食 傾 向 が 有 意 に 増 加 し た チ タ ン は 、9 0 0 0  p p m F  N a F
に よ る 腐 食 を 除 き 、A S 中 で 約 2 4 時 間 を か け て 電 気 化 学 的 性 質 に お い
て 元 の 状 態 ま で 回 復 す る こ と が 明 ら か に な っ た 。一 方 、9 0 0 0  p p m F  N a F
の 場 合 は 、A S 再 浸 漬 2 4 時 間 後 も チ タ ン 表 面 の 電 気 化 学 的 性 状 は 回 復
せ ず 、 3 分 間 の 浸 漬 に よ り チ タ ン が 溶 出 し 、 色 調 や 光 沢 度 も 顕 著 に 変
化 し た 。  
【 考 察 】 実 際 の 口 腔 内 消 毒 処 理 を 想 定 し た 本 実 験 条 件 に お い て も 、
過 酸 化 水 素 は チ タ ン 表 面 の 腐 食 抵 抗 を 低 下 さ せ る こ と が 示 さ れ た 。
こ れ は 、 チ タ ン 表 面 の 酸 化 膜 が 過 酸 化 水 素 に よ っ て 腐 食 反 応 と 酸 化
反 応 が 同 時 に 生 じ 、 チ タ ン 酸 化 膜 の 微 細 構 造 が 不 均 一 に な り 、 結 果
と し て 電 気 化 学 的 性 質 が 低 下 し た た め と 推 測 さ れ る 。 ま た 、 過 酸 化
水 素 の 腐 食 傾 向 は 、 カ タ ラ ー ゼ の 有 無 に 関 わ ら な い が 、 フ ッ 化 ナ ト
リ ウ ム と 同 時 に 使 用 す る こ と に よ り 増 加 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。
し か し 、 こ れ ら の 腐 食 傾 向 増 加 後 、 生 理 的 条 件 で 2 4 時 間 以 内 に 、 電
気 化 学 的 性 質 を 表 す 数 値 が 浸 漬 前 と 類 似 し た 値 ま で 回 復 す る こ と が
明 ら か と な っ た 。 こ れ ら の こ と か ら 、 口 腔 内 消 毒 程 度 の 濃 度 の 過 酸
化 水 素 や 歯 磨 剤 含 有 程 度 の 濃 度 の フ ッ 化 物 を 単 独 も し く は 同 時 に 3
分 間 程 度 使 用 し た と し て も 、 チ タ ン 表 面 の 腐 食 傾 向 の 増 加 は 一 時 的
で あ り 、 臨 床 的 に 問 題 と は な ら な い も の と 推 測 さ れ た 。 一 方 、 歯 面
塗 布 酸 性 フ ッ 化 物 の よ う な 高 濃 度 フ ッ 化 物 の 場 合 は 、 重 度 で 不 可 逆
的 な 腐 食 が 生 ず る こ と が 示 さ れ た 。  
 
 
 
